





































































（2） AFL-CIOExecutiveCouncil, “Immigration,”February16, 2000. http://www.aflcio.org/About/Exec-
































































































































































































































































































（24） AndorraBruno, “Immigration:PolicyConsiderationRelatedtoGuestWorkerProgram,”CRSReport for
Congress,January26,2006,9-17.
（25） Hing,DeportingOurSouls ,29-31.法案は，下院ではクリス・キャノン（ChrisCannon，共和党：ユタ州）とハ
ワード・バーマン（HowardBerman，民主党：カリフォルニア州）によって，上院ではエドワード・ケネディ
（EdwardKennedy，民主党：マサチューセッツ州）とラリー・クレイグ（LarryCraig，共和党：アイダホ州）
によって提案された。
（26） この提案は，就労期間の現行の1年未満から3年まで延長や，国内労働者への求人をおこなったが見つからな
かったことの証明手続きの簡素化，H-2A労働者に支払わなければならない賃金率の据え置き等を含んでい
る。
（27） 本法案は，上院ではジョン・マケイン（JohnMcCain，共和党：アリゾナ州）によって（S.1461），下院ではジム・
コルビー（JimKolbe，共和党：アリゾナ州）によって提案された（H.R.2899）。Bruno,“Immigration,”16-17.
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間の就労後にはH-4Aやその他の非移民就労ビザや移民ビザへの切り替えが可能とされて
いる。本法案では，後述するようなビザの携帯可能性については言及がないものの，ゲス
トワーカーへの労働者保護規制の適用を使用者に義務付け，H-4Bビザの新設により非正
規滞在移民の合法化も盛り込んだものとなっていた。
続いて，ブッシュ提案直後の2004年1月21日に上院で共和党のチャック・ヘーゲル
（ChuckHagel，ネブラスカ州）と民主党のトム・ダシュル（TomDaschle，サウスダコタ州）
によって超党派の移民改革のパッケージ法案（ImmigrationReformActof2004:S.2010，
ヘーゲル－ダシュル法案）が提出された（28）。このプログラムは，H-2Bの改革を行い，か
つ新たな非移民就労ビザとしてH-2Cというカテゴリーの創設を求めた。これはH-2Aと
H-2Bや高技能移民向けのビザでカバーされない職種の労働者にも短期労働者としてのビ
ザを発行するというものである。
法案では，H-2Cプログラムに関して，移住労働者側のメリットを考慮した方向での改正
が盛り込まれている。一つは，使用者にH-2C労働者に対して標準賃金を支払うことを義務
付けることで，国内の賃金水準の下方圧力を抑制しようとする規定である（29）。もう一つが，
ゲストワーカー・プログラムにおける就労ビザが一人の使用者にのみ結び付けられている
ことに対する対策である。現状では入国した労働者は，いかに当初の使用者の条件が劣悪
であっても，別の使用者の下での職を得ることはできない。当初の職を失うことは同時に
滞在資格を失うことを意味しており，使用者は，解雇と国外追放を労働者の不満を抑える
脅しとして利用することができる。そのため，移民労働者擁護団体は，この一人の使用者
に限定された就労ビザの改革を重要課題としている。本法案では，この点に関して労働者
側は就労3か月後にビザを保持しながら使用者を変更することを可能にする規定が盛り込
まれている。そして法案は同時に，非正規滞在移民に対して合法的在留資格を獲得できる
道を提示する。これを法案では「滞在資格の変更の獲得」（earnedadjustmentofstatus）と
表現しているが，法案提案前に5年以上滞在歴のある非正規滞在移民はこれに罰金と申請
費を支払うことで申し込み可能となり，5年に満たない非正規滞在労働者には「過渡的就
労資格」（transitionalworkerstatus）が認められるとされる。
本法案は超党派による提案であるが，その内容は，比較的移民労働者にとってメリット
のある改革要素を含むものであった。この時点で移民制度改革の中身に関して，民主党と
共和党穏健派との間で，大枠として非正規滞在移民労働者の合法化への道とゲストワー
カー・プログラムの改善という合意があったことがわかる。これはこの後，同議会会期で
類似した性格の法案がいくつか提案されたことからも理解されよう。かかる法案の一つ
は，2004年5月に上下両院で民主党議員によって提案されたH-2Bプログラムを改革する
「安全かつ秩序のある合法ビザ取締法」（Safe,Orderly,LegalVisasandEnforcementAct
of2004，SOLVE法案）である（30）。法案は，農業労働者用のH-2Aと高技能移民とでカバー
（28） Hing,DeportingOurSouls ,31.
（29） この規定自体については，後述するようにその効果について疑問が出されている。現行のH-2Aにおいても標
準賃金を支払う規定があるものの，使用者はその強い立場を利用して様々な形でこの規定以下の水準の賃金
しか支払わない事例が多数報告されている。SouthernPovertyLawCenter,ClosetoSlavery:Guestworker
ProgramsintheUnitedStates （Montgomery,Ala.:SouthernPovertyLawCenter,2007）.
（30） 本法案は，上院ではエドワード・ケネディとラッセル・ファインゴールド（RussellFeingold，民主党：ウィ
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されない職種の移住労働者を対象としたH-1Dビザのカテゴリーの創設を提示した。ここ
での提案も，ヘーゲル－ダシュル法案と同様に，使用者への標準賃金支払義務規定と，期
間中の使用者を変えることができるビザの規定（jobportability）が含まれていた。また5
年以上滞在歴のある非正規滞在移民に対して永住権申請の資格を付与する点もヘーゲル－
ダシュル法案と同様である。
（3）第109議会会期以降
第109議会会期では，移民制度改革において注目される動きがあった。前述のように
2005年12月に下院本会議で，移民への取り締まり強化のみが盛り込まれたセンセンブレ
ナー法案が可決された。他方，上院ではこうした移民排斥的な法案に対抗して，ゲストワー
カー・プログラムと非正規滞在移民の合法化への道を含んだ法案が複数提案され，そのう
ちの一つが上院本会議で可決された。両法案は，その性格が乖離しており，両院協議会に
おいても折り合あいがつかず廃案となった。それゆえ，ゲストワーカー・プログラムに関
して注目される法案は主に上院で議論された。ここで，注目すべき法案としては，以下の
三つがあげられる。
第一は，2005年5月12日にマケインとケネディによって提案された「安全なアメリカと
秩序ある移民法案」（SecureAmericaandOrderlyImmigrationAct:S.1033，マケイン－
ケネディ法案）である（31）。本法案は，新たなゲストワーカー用ビザ・プログラムを提起す
ることで，合法的な短期移住労働者の確保と，既にアメリカに滞在する非正規滞在労働者
の合法化を追求した。法案では，H-5Aビザが非農業ないしは高技能職のためのプログラム
として提起され，その下での労働者はアメリカ国内の労働者と同じ権利を有し，労働・雇
用関連法規の保護を受けることが規定されている。そしてH-5A労働者は，4年間の雇用後
には使用者を通じて，ないしは自分自身により合法的永住権の申請をすることができるよ
うになる。本法案は同時に既にアメリカ国内に住む非正規滞在外国人に短期就労資格を認
めるH-5Bビザの創設も盛り込んでいる。こちらは，1000ドルの罰金を支払うことで申請
可能となる。当初承認される滞在期間は最長6年間であるが，期間後の合法的永住権への
申請も可能となる。
第二は，2005年7月20日にジョン・コーニン（JohnCornyn，共和党，テキサス州）とジョ
ン・カイル（JohnKyl，共和党，アリゾナ州）によって提案された「包括的取締移民改革法
案」（ComprehensiveEnforcementandImmigrationReformActof2005:S.1438，コーニ
ン－カイル法案）である（32）。本法案はゲストワーカー・プログラムとしてWビザを提起す
る。このビザは，H-2Aや高技能のビザ・カテゴリーの範囲以外の短期労働者を対象とした
ものであるが，前述のケネディ－マケイン法案とは異なり，非正規滞在労働者が本プログ
スコンシン州），ヒラリー・クリントン（HillaryClinton，民主党：ニューヨーク州）によって（S.2381），下院
ではロバート・メンデス（RobertMendez，民主党：ニュージャージー州）やルイス・グティエレス（Luis
Gutierrez，民主党：イリノイ州）ら民主党議員によって提案された（H.R.4262）。Hing,DeportingOurSouls ,
33;新田浩司「アメリカ合衆国移民法の最近の動向に関する研究」『地域政策研究』第16巻第3号（2014年2月），
23-24頁。
（31） 本法案は下院でもジム・コルビーによって同日に提案された（H.R.2330）。Bruno,“Immigration,”January26,
2006,25-26.
（32） Ibid.,26-27.
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ラムに参加するためには一度本国に帰国することを条件としており，非正規滞在移民に対
して，合法的永住権や市民権を獲得する可能性を与えていない。
第三は，2006年4月7日に上院司法委員長のアーレン・スペクター（ArlenSpecter，
共和党：ペンシルヴェニア州）によって提案された法案（ComprehensiveImmigration
ReformActof2006:S.2611，司法委員会法案）である（33）。本法案は，上院議会の審議のなか
で妥協案として作成され，H-2Aの改革と非農業労働者向けのゲストワーカー・プログラ
ムの創設を提起した。H-2Aプログラムの改革について，賃金や福利厚生，労働条件に関す
る規定，移民労働者の永住権の申請規定は，2005年のAgJOBS法案と同様のものあった。
また非農業分野のゲストワーカーについては，H-2Cビザの新設を提案した。本プログラム
では，使用者は標準賃金よりも高い賃金率をH-2C労働者に提示することを求め，H-2C労
働者の滞在期間は当初は3年間であり，さらに3年間の延長が可能とされた。そして，H-2C
労働者は4年間の雇用期間を経れば永住権申請の資格を得ることとなった（34）。本法案は，
2006年5月25日に上院本会議で可決され，下院のセンセンブレナー法案との妥協案作成が
両院協議会で議論された。しかし，センセンブレナーを含め下院共和党指導部は上院法案
への歩み寄りを見せず，移民改革法の成立に至らなかった（35）。
2007年に入り第110議会会期では，前年の議論を受けて上院にて包括的移民改革法案が
提案され審議が継続されたが，本議会では討論終結動議（cloture）を可決することができ
ず，2006年とは異なり法案が可決されることはなかった。
2007年の5月9日には改めて包括的移民改革法案（S.1348）が，民主党院内総務（majority
leader）を務めるハリー・リード（HarryReid，ネバダ州）と，ケネディやパトリック・
レイヒー（PatrickLeahy，バーモント州），ロバート・メンデス，ケン・サラザー（Ken
Salazar，コロラド州）といった民主党議員によって提案された（36）。提案から約一月後の6
月7日には，討議終結ができずに廃案となった。その直後の6月18日には，ケネディは，
アーレン・スペクターとともにS.1348法案をベースにした法案（S.1639）を提案した（37）。こ
ちらも10日後の6月28日には，討議終結に失敗し廃案となった。S.1639法案では，H-2Aプ
ログラムの修正とH-2Bの撤廃とそれに代わる新たなゲストワーカー・プログラムの創設
が提案されたが，H-2Aに関する規定はS.2611法案に盛り込まれた規定と同様の内容のも
のであった。新たな短期労働者ビザ・カテゴリーとしてY非移民ビザの創設が規定され，
既にアメリカで働く非正規滞在移民向けに新たな非移民ビザ・カテゴリーとしてZビザの
新設が含まれていた。
（以下，次号）
（33） Tichenor,“SplittingtheCoalition,”103;Bruno,“Immigration,”July28,2009,28-29.
（34） 本法案では，H-2C労働者は他の非移民ビザ・カテゴリーに変更はできず，出国を求められた際に出国しなけ
れば，特定の人道的救済を除いて，移民救済や福祉を受ける資格がないとされている。本法案には，メキシ
コとの国境における370マイルのフェンスの設置，「不法」移民を雇用する雇用者への罰金上限の引き上げと
いった規制強化的な性格を持つ規定も含まれていた。
（35） JimRutenberg,“BorderFightDividesG.O.P.,”NewYorkTimes ,May26,2006;Swain,“TheCongressional
BlackCaucusandtheImpactofImmigration,”178;坂井『現代アメリカ経済政策と格差』，48-52頁。
（36） Wasem,“BriefHistoryofComprehensiveImmigrationReformEfforts inthe109thand110thCongress,”
4-5.
（37） Bruno,“Immigrations,”July28,2009,37-39.
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（本稿は，2011年度在外研究員としての研究成果の一部である。）
 （2015.7.17受稿，2015.8.11受理）
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〔抄　録〕
本稿は，2000年代中葉のアメリカの移民制度改革の主要要素であるゲストワーカー・プ
ログラムに対する労働運動内部での対立と論点を描き出す論文の前半部分である。第1節で
は，2000年代中葉の移民制度改革論議でゲストワーカー・プログラムの位置についてまと
めた。このプログラムは移民制度改革の中心的課題として提示されたが，それは主に安定し
た合法的外国人労働力確保を求める経済界からの要求によるものであった。労働運動側で
は，アメリカ労働総同盟産業別組合会議（AFL-CIO）は移民労働者と国内の労働者の双方に
悪影響があると反対したが，全米サービス従業員組合（SEIU）などの組合は本プログラム実
現を支持した。第2節では，連邦議会で提案された移民改革法案の内容を，ゲストワーカー・
プログラムを軸に描出した。2003年以降の多くの包括的移民改革法案では，H-2AやH-2Bと
いった既存のプログラムの修正や新規のプログラム創設が盛り込まれた。上院では，多くの
法案でゲストワーカ ・ープログラムとともに，滞在期間が終わった後の移民労働者の永住権・
市民権の獲得，入国済みの非正規滞在移民の合法化といった規定が盛り込まれていた。
